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10
月
31
日
か
ら
三
日
間
、
一

般
傍
聴
が
出
来
る
公
開
で
行
わ

れ
ま
し
た
。「
構
想
日
本
」の
構

成
有
識
者
と
公
募
で
選
ば
れ
た

県
民
が
仕
分
け
人
と
な
り
、
前

も
っ
て
資
料
で
予
習
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
一
事
業
に
30
分
と

い
う
短
時
間
で
事
業
の
必
要
・

不
要
等
の
ジ
ャ
ッ
ジ
が
出
さ
れ

る
仕
組
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
部
か
ら
の
23
事
業
を
筆

頭
に
１
０
３
の
事
業
を
仕
分
け

対
象
と
し
、
仕
分
け
結
果
は
、

不
要
事
業
が
12
、
民
間
事
業
と

し
て
す
べ
き
５
、
国
や
広
域
で

す
べ
き
は
３
、
市
町
で
行
う
べ

き
６
、
県
が
民
間
へ
委
託
す
べ

き
は
６
、
県
事
業
で
も
改
善
が

求
め
ら
れ
た
も
の
は
53
、
現
行

通
り
県
が
行
う
べ
き
は
18
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

県
で
は
、
事
業
仕
分
け
を
し

た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
い
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。
事
業
着
手
時

点
の
初
期
の
目
的
が
継
続
的
に

明
確
か
否
か
等
、
見
直
す
仕
組

み
も
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。
兎

角
、
組
織
は
長
い
間
で
閉
塞
的

　

12
月
１
日
開
催
予
定
が
１
日
前

開
催
に
な
っ
た
の
は
、
議
員
や
知

事
は
じ
め
特
別
職
公
務
員
、
及
び

行
政
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
議
案
（
給
与
の
引

き
下
げ
）
を
可
決
成
立
さ
せ
、
人

事
委
員
会
の
勧
告
の
と
お
り
給
与
・

賞
与
の
減
額
を
す
る
為
で
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
職
員
給
与
は
平
均

で
年
間
22
万
２
千
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
出
さ
れ
ま
し
た
議
案

の
主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
す
。

⑴
一
般
会
計
補
正
予
算
は
総
務
費

市
町
村
振
興
費
の
国
庫
支
出
金
の

増
額
と
、
厚
生
費
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
費
、
及
び
病
院
の

耐
震
補
強
助
成
の
国
庫
支
出
金
増

な
ど
の
二
款
。
⑵
債
務
負
担
行
為

の
追
加
は
緊
急
経
済
対
策
関
連
、

災
害
復
旧
費
、
街
路
事
業
な
ど
産

業
部
所
管
一
つ
、
建
設
部
所
管
四

つ
。
⑶
静
岡
県
核
燃
料
税
条
例
、

静
岡
県
富
士
山
の
日
条
例
、
静
岡

文
化
芸
術
大
学
公
立
大
学
化
等
、

給
与
関
連
を
除
い
た
条
例
案
件
が

八
つ
。
⑷
建
設
事
業
や
県
営
土
地

改
良
事
業
に
係
る
負
担
金
額
変
更

議
案
⑸
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
議
案
（
あ
ざ
れ
あ
、
三
ケ
日

青
年
の
家
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
）二
つ
。
合
計
で
は
教
育
委
員

会
委
員
の
人
事
案
件
を
含
め
二
七

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
全
て

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
副
知
事

退
任
と
任
命
に
係
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
川
口
・
花
森
両
副
知
事
が

勇
退
さ
れ
、
企
画
部
長
だ
っ
た
岩

瀬
氏
と
総
務
部
長
だ
っ
た
大
村
氏

が
副
知
事
に
新
任
さ
れ
る
議
案
は

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
か
ら
は
、
議
案
説

明
の
他
に
、
当
面
す
る
県
政
の
課

題
に

つ
い

て
の
所
信
や
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
主
な
も
の
を
報
告
し
ま

す
。
①
景
気
の
下
げ
止
ま
り
感
は

あ
る
も
の
の
、
十
月
の
有
効
求
人

倍
率
が
０
．
４
倍
と
過
去
最
低
の

水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
雇
用
対
策

に
緊
急
に
全
庁
体
制
で
取
り
組
む
。

②
22
年
度
の
予
算
編
成
は
、
税
収

が
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
近
年
に

な
い
厳
し
い
財
政
下
で
の
編
成
。

内
部
管
理
経
費
の
見
直
し
を
は
じ

め
投
資
的
経
費
・
経
常
的
経
費
問

わ
ず
事
業
の
重
点
化
を
図
る
。
事

業
仕
分
け
の
結
果
も
踏
ま
え
た
事

業
の
見
直
し
も
。
③
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
低
所
得
者
へ
の
費

用
負
担
軽
減
へ
④
危
機
管
理
の
取

り
組
み
「
山
梨
静
岡
神
奈
川
・
富
士

山
火
山
防
災
対
策
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
⑤
原
子
力
学
術
会
議
の

設
置
を
準
備
、
有
馬
朗
人
氏
、
松

井
孝
典
氏
ら
に
打
診
中
。
⑥
富
士

山
空
港
利
用
促
進
の
為
、
中
国
国

家
旅
游
局
や
上
海
市
政
府
に
誘
客

促
進
の
協
力
依
頼
ほ
か
。
日
本
航

空
と
の
協
議
は
継
続
し
、
Ｆ
Ｄ
Ａ

（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
）

の
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
路
線
維

持
に
努
め
る
。

　

こ
の
他
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
誘
致
に
一
月
か
ら
正
式
立

候
補
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど

含
め
多
岐
に
わ
た
る
諸
課
題
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
は
決
算
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
４

年
の
議
員
任
期
中
一
回
委

員
に
な
る
仕
組
み
で
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
委
員
は

11
月
は
ほ
と
ん
ど
「
決
算

特
」
で
忙
殺
さ
れ
ま
す
。

１
兆
４
千
億
円
を
18
人

の
議
員
で
審
査
す
る
の

で
す
か
ら
、
そ
の
責
任

は
重
大
で
す
。
ち
な
み

に
前
回
ま
で
の
掛
川
市

は
30
人
の
議
員
全
員
で
、

２
日
間
で
８
百
億
円
の

審
査
を
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
は
実
質

収
支
は
57
億
45
百
万
円
の

黒
字
を
保
っ
て
い
ま
す

が
、
単
年
度
収
支
は
マ
イ

ナ
ス
３
億
41
百
万
円
で

す
。
歳
入
で
は
、
前
年
度

よ
り
県
税
が
２
５
７
億
円

余
落
ち
込
み
５
４
１
１
億

８
３
百
万
円
、
地
方
交
付

税
の
１
１
８
億
余
の
減
額

で
１
１
６
１
億
円
程
に
、

県
債
発
行
額
を
前
年
度
よ

り
４
１
２
億
４
千
万
円
増

額
な
ど
し
て
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
１
兆
１
４
３

４
億
９
３
百
万
円
の
歳

入
額
。

　

歳
出
は
総
額
で
１
兆

１
３
４
０
億
７
百
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
16
億

円
の
伸
び
。
内
訳
は
教
育

費
27
．２
％
、
建
設
費
15
．

９
％
、
公
債
費
14
．２
％
、

厚
生
費
13
．７
％
、
警
察

費
７
．２
％
、
総
務
費
４
．

２
％
、
産
業
費
３
．８
％

な
ど
。
全
体
構
成
比
と
し

て
人
件
費
34
％
、
他
の
消

費
的
経
費
と
の
合
算
で
は

66
％
、
投
資
的
経
費
は

18
．８
％
で
前
年
度
比
０
．

７
％
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
別
会
計
は
14
会
計

あ
り
、
総
額
で
４
３
１
３

億
24
百
万
円
の
歳
入
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
収
支
は

黒
字
で
す
。

　

尚
、
一
般
会
計
県
債
残

高
は
、
２
兆
２
３
４
６
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
事
業
仕
分
け
は
国
に
先
ん
じ
て

20
年
度
静
岡
県
の
決
算
の
概
要

で
固
定
的
な
運
営
内
容
に
な
っ

て
き
て
し
ま
っ
た
り
、
事
業

が
時
代
に
合
わ
な
か
っ
た
り
し

て
、
こ
の
事
業
仕
分
け
の
効
果

は
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
、
数
字
の
評
価
が
難
し

い
、
学
ぶ
こ
と
や
、
文
化
の
継

承
及
び
啓
発
、
そ
し
て
未
来
へ

の
投
資
な
ど
の
事
業
は
、
こ
の

仕
分
け
作
業
に
は
不
向
き
な
も

の
も
多
数
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
分
け
人
か
ら

「
静
岡
だ
け
が
お
茶
の
産
地

で
は
な
い
、
ど
う
し
て
効

能
研
究
を
す
る
の
か
、
そ

し
て
効
能
研
究
の
効
果
が

あ
っ
た
な
ら
そ
れ
を
数
字

で
示
せ
」
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
年
に
世
界
で

初
め
て
静
岡
県
が
緑
茶
効

能
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
世
界
の
茶
の
効
能
研

究
の
拡
大
、
飲
料
市
場
、

そ
し
て
健
康
食
品
等
産
業

に
も
た
ら
し
た
影
響
は
多

大
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ

て
頂
き
た
か
っ
た
わ
け
で

す
が
、
そ
れ
が
数
字
で
表

さ
れ
て
い
な
い
と
な
り
ま

し
た
。

　

静
岡
県
の
特
殊
性
も
加

味
し
た
政
策
の
仕
分
け
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
知
事
は
、

こ
れ
か
ら
も
全
て
の
事
業

を
対
象
に
事
業
仕
分
け
は

継
続
し
て
い
く
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
の
予
算
編
成
も
終
盤
、
川
勝
知
事
の
３
つ
改
革

の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
22
年
度
の
県
政
に
大
い
に
期
待
し
、
私
達

県
民
が
出
来
る
こ
と
に
参
画
し
、
相
互
に
支
え
合
い
、
協
働
し

て
豊
か
な
静
岡
県
を
創
造
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
立
春
を
迎
え
ま
す
�

　 

謹
ん
で
皆
様
方
の
ご
健
勝
を

　
　
　
　   

お
祈
り
い
た
し
ま
す
�

12
月
定
例
議
会
は
11
月
30
日
に

開
会
、
前
倒
し
開
催

議案一覧表
議案番号 件　　名

第144号議案 平成21年度静岡県一般会計補正
予算

第145号議案 特別職の職員等の給与等に関する条
例の一部を改正する条例

第146号議案 職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例

第147号議案 静岡県教育長の給与、勤務時間等に
関する条例の一部を改正する条例

第148号議案 静岡県教職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例

第149号議案 静岡県地方警察職員の給与に関する
条例等の一部を改正する条例

第150号議案
静岡県職員の退職手当に関する条例
及び静岡県特別職職員の退職手当に
関する条例の一部を改正する条例

第151号議案 静岡県企業職員の給与の種類及び基準
に関する条例の一部を改正する条例

第152号議案
静岡県立静岡がんセンター事業職員
の給与の種類及び基準に関する条例
の一部を改正する条例

第153号議案 静岡県医療施設耐震化臨時特例基金
条例

第154号議案 静岡県核燃料税条例

第155号議案 市町の廃置分合に伴う関係条例の整
理に関する条例

第156号議案 公立大学法人静岡文化芸術大学の設立
に伴う関係条例の整理に関する条例

第157号議案 静岡県事務処理の特例に関する条例
の一部を改正する条例

他 14議案
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今
議
会
で
も
活
発
な
る
質
疑

が
議
場
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
質
問
は
各
会
派
１
人
で
、

45
分
、
一
般
質
問
は
各
会
派
割

り
当
て
人
数
（
今
回
平
成
21
は
３

人
）
で
１
人
25
分
質
問
が
出
来
ま

す
。
議
会
全
体
で
は
14
人
が
登

壇
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
報
告
で

き
る
の
は
僅
か
な
抜
粋
で
す
。

■
知
事
の
政
治
姿
勢

①
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

行
程
表
は

答
弁
：
新
総
合
計
画
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
反
映
さ
せ
、
行

程
表
は
２
月
定
例
議
会
に
示

す
■
財
政
運
営

①
県
債
残
高
は

答
弁
：
臨
時
財
政
対
策
債
と

減
収
補
て
ん
債
で
５
０
０
０
億

円
を
超
え
て
い
る
。
健
全
化

指
標
が
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か

も
検
討
す
べ
き
も
の

②
22
年
度
当
初
予
算
編
成

答
弁
：
６
２
０
億
円
の
財
源

不
足
が
予
想
さ
れ
る
経
常
経

費
の
見
直
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
、
未
利
用
地
売
却
等

も
考
え
15
％
減
の
効
率
化
を

目
指
す
。
方
針
と
し
て
は
交

流
人
口
拡
大
や
医
療
福
祉
へ

の
重
点
配
分
を
し
た
い

■
行
財
政
改
革

①
今
後
の
改
革
は

答
弁
：
来
年
度
は
新
し
い
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

■
地
方
分
権

①
地
域
主
権
は

答
弁
：
市
町
へ
の
権
限
財
源

人
材
移
譲
も
三
位
一
体
で

■
医
療
政
策

①
医
科
系
大
学
設
置
は

答
弁
：
設
置
に
向
け
て
の
ア

プ
ロ
ー
チ
実
施
、
22
年
度
に

は
め
ど
を
つ
け
た
い

■
教
育
行
政

①
不
登
校
・
中
退
者
の

生
徒
へ
の
対
応
は

答
弁
：
特
別
支
援
学
校
と
同

じ
よ
う
に
支
援
を
す
べ
く
新

し
い
タ
イ
プ
の
学
校
研
究
を

し
て
い
く

■
空
港
活
用

①
利
用
促
進
策
は

答
弁
：
知
事
が
本
部
長
の
空

港
利
活
用
戦
略
本
部
会
議
や

有
識
者
会
議
を
設
置
し
て
検

討
実
施
し
て
い
る
。今
回
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
ツ
ア
ー
相
談
員
を

配
置
す
る

■
雇
用
政
策

①
雇
用
情
勢
悪
化
に
対
応
は

答
弁
：
基
金
を
活
用
し
た
雇

用
の
創
出
に
努
め
る
。
求
人

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知

る
機
会
を
増
や
し
、
求
人
開

拓
員
に
求
人
す
る
企
業
の
開

拓
に
努
め
て
も
ら
う

■
農
業
政
策

①
農
地
法
転
用
権
限
は

答
弁
：
希
望
す
る
全
て
の
市

町
へ
権
限
移
譲
す
る

②
茶
業
振
興
は

答
弁
：
世
界
で
は
お
茶
の
生

産
は
１
．４
倍
に
、
本
県
が

減
少
し
て
し
ま
う
の
は
本
県

に
問
題
が
あ
る

③
農
業
振
興
策
は

答
弁
：
農
芸
品
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
す
る
。
域
内
完
結
の

内
需
拡
大
６
次
産
業
の
振
興

に
努
め
る

■
環
境
政
策

①
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
構
想
は

答
弁
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
構
想

の
話
も
あ
り
、
市
町
や
企
業

と
も
連
携
し
検
討
す
る

②
森
林
再
生
は

答
弁
：
間
伐
材
の
搬
送
費
も

出
し
て
、
企
業
に
活
用
し
て

も
ら
う
仕
組
み
を
考
え
た
い

■
子
育
て
支
援
少
子
化
対
策

①
子
供
医
療
費
助
成
は

答
弁
：
来
年
度
に
は
入
院
助

成
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充

し
た
い

■
市
町
の
自
治

①
限
界
集
落
対
策
は

答
弁
：
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
過
疎
法
継
続
を
国
へ
求

め
る

②
地
域
防
犯
の
推
進
は

答
弁
：
現
行
の
計
画
を
改
定

し
て
都
市
中
心
部
対
策
を
盛

り
込
む

■
人
権
問
題

①
拉
致
問
題
は

答
弁
：
認
定
の
要
件
も
大
臣

が
見
直
す
と
い
う
方
針
を
示

し
て
い
る
、
帰
国
へ
支
援
し

た
い

■
文
化
政
策

①
国
文
祭
後
の
文
化
政
策
は

答
弁
：
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
し
て
県
民
の
意
見
を
聞

き
、
多
彩
な
文
化
を
継
承
展

開
で
き
る
よ
う
努
め
る

■
観
光
政
策

①
中
国
と
の
交
流
は

答
弁
：
上
海
万
博
へ
県
ブ
ー

ス
出
展
、
交
流
拡
大
を
目
指

す
、
３
７
７
６
人
友
好
団
派

遣
へ

■
そ
の
他

①
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
の

ス
レ
ー
ト
の
は
く
落
問
題
は

答
弁
：
第
３
者
委
員
会
を
設

置
し
、
原
因
究
明
を
す
る

②
も
の
づ
く
り
振
興
条
例
は

答
弁
：
秋
ま
で
に
策
定

③
富
士
山
の
日
の
制
定
は

答
弁
：
当
面
静
岡
県
が
先
行

す
る
形
、
２
県
の
知
事
か
ら

は
そ
ろ
っ
て
の
制
定
は
難
し

い
と
な
っ
た

④
耐
震
補
強
の
不
正
の

再
発
防
止
は

答
弁
：
全
県
下
で
不
正
が
な

い
か
調
査
す
る

　

12
月
議
会
の
常
任
委
員
会

は
、
６
月
・
９
月
で
議
論
し
た

こ
と
を
深
め
て
み
た
い
。
言

い
っ
ぱ
な
し
で
は
得
る
も
の
も

な
く
、
一
般
質
問
の
登
壇
が
一

年
に
一
回
し
か
与
え
ら
れ
な
い

環
境
で
す
か
ら
、
政
策
提
言
出

来
る
の
は
委
員
会
し
か
な
い
か

ら
で
す
。

今
回
の
質
疑

◆
残
念
な
が
ら
、
掛
川
市
が
内

閣
府
を
通
じ
て
環
境
省
へ
特
区

申
請
を
し
て
い
た
浄
化
槽
法
第

10
条
の
特
区
は
受
理
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
残
さ
れ
た
敗
者
復

活
戦
の
よ
う
な
内
閣
府
で
の
ノ

ミ
ネ
ー
ト
を
待
つ
と
い
う
今
の

状
況
で
す
。
特
区
が
許
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
浄
化
槽

法
第
11
条
（
浄
化
槽
法
10
条
清

掃
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

第
３
者
機
関
が
検
査
す
る
）
の

検
査
率
が
低
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
？
特

区
を
申
請
し
た
掛
川
市
の
市
町

村
設
置
浄
化
槽
地
域
の
検
査
率

は
市
が
管
理
し
て
い
る
の
で

１
０
０
％
で
あ
る
は
ず
。
県
で

調
べ
る
と
、
な
ん
と
県
全
体
の

11
条
検
査
率
は
た
っ
た
の
４
．

４
％
と
い
う
大
変
低
い
も
の
で

し
た
。
こ
の
こ
と
が
掛
川
市
の

特
区
申
請
の
足
か
せ
に
な
っ
て

い
た
こ
と
は
大
変
大
き
な
問
題

で
す
。
そ
こ
で
調
査
し
て
み
る

と
、

①
浄
化
槽
法
第
７
条
（
設
置
直

後
に
設
置
状
態
が
適
切
で
あ
る

か
を
検
査
）
の
検
査
率
は
70
％

を
超
え
て
い
る
の
に
、
７
条
検

査
と
11
条
の
検
査
が
リ
ン
ク
さ

れ
て
い
な
い
。
②
10
条
検
査（
年

３
〜
４
回
の
清
掃
と
年
一
回
の

汚
泥
引
き
抜
き
）
を
す
る
地
元

衛
生
業
者
と
11
条
検
査
機
関
と

連
携
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
③

11
条
検
査
機
関
は
県
内
に
１
ヶ

所
し
か
な
く
、
県
職
の
Ｏ
Ｂ
が

専
務
理
事
を
務
め
ら
れ
る
㈶
静

岡
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

で
、
設
置
者
の
申
請
が
な
い
限

り
検
査
が
出
来
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。（
他
県
で

は
県
内
に
複
数
の
検
査
機
関
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ

と
。）
④
公
共
下
水
道
や
他
の
下

水
処
理
施
設
に
接
続
し
、
使
わ

れ
て
い
な
い
浄
化
槽
も
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
て
、
４
．４
％
の
検

査
率
と
言
う
の
は
全
体
数
が
正

確
で
な
い
為
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
と
に
か
く
、

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
対
し
て

の
政
策
が
充
分
で
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で

す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け

ば
法
律
に
基
づ
く
浄
化
槽
管
理

は
出
来
な
く
な
り
、
設
置
推
進

も
停
滞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
推
測
し
ま
す
。
速
や
か

に
設
置
に
係
る
所
管
は
建
設
部

都
市
局
生
活
排
水
室
、
維
持
管

理
に
係
る
所
管
は
県
民
部
環
境

局
と
二
つ
の
所
管
が
そ
れ
ぞ
れ

遠
慮
す
る
の
で
は
な
く
、
協
力

し
て
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と

提
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
検
査
機
関
も
複
数
に
な

れ
ば
も
っ
と
検
査
率
も
上
が
る

で
し
ょ
う
し
、
清
掃
業
者
が
グ

ル
ー
プ
で
法
人
を
組
織
し
10
条

だ
け
で
な
い
11
条
も
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
取
り
組
む
事
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
価
格
の
競
争
が
発

生
し
て
設
置
者
個
人
に
も
利
益

に
な
る
と
推
察
で
き
ま
す
。

　

建
設
部
都
市
局
で
は
、
こ
の

と
こ
ろ
を
ご
理
解
頂
い
て
さ
っ

そ
く
環
境
局
と
共
に
改
善
に
向

け
て
協
議
を
す
る
事
を
お
約
束

頂
き
ま
し
た
。

◆
こ
の
他
の
質
疑
は
、
農
業
農

村
の
維
持
保
全
に
係
る
こ
れ
か

ら
の
政
策
的
方
向
性
を
農
地
局

と
議
論
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
学
び
、
超
低
成
長
時
代
の

成
熟
社
会
の
日
本
の
農
山
村
の

こ
れ
か
ら
は
、
何
に
刺
激
す
る

政
策
を
打
つ
こ
と
が
大
事
な
こ

と
か
、
担
い
手
は
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
早
く
気
付
き
、
生
産

性
の
向
上
と
い
う
方
向
で
は
な

い
ソ
フ
ト
支
援
が
大
事
で
は
な

い
か
と
い
う
提
言
を
。

◆
ま
た
源
流
域
の
高
速
道
路
排

水
の
影
響
を
再
度
質
疑
し
ま
し

た
が
、
事
象
が
出
て
か
ら
の
調
査

に
し
た
い
と
い
う
答
弁
。
残
念
な

が
ら
法
律
が
な
い
と
何
も
で
き

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。が
、

各
地
の
地
域
が
道
路
管
理
者
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
は
異
論
は

な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

「
代
表
質
問
・
一
般
質
問
」
質
疑
・
答
弁
集

久
美
子
の

建
設
委
員
会

質
疑

 

高
校
生
の
就
職
面
談
会

　

１
月
25
日
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
聞
が

届
く
こ
ろ
に
は
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
は
、

緊
急
に
「
対
策
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
、
労
働
局
は
じ
め
関
係
者
が

横
の
連
絡
を
と
り
対
策
を
講
じ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な

い
取
り
組
み
で
す
。
厳
し
い
環

境
で
す
が
一
人
で
も
多
く
の
高

校
生
に
職
場
が
見
つ
か
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

私の公約進捗度チェック
公約としての活動指針 活動内容 自己評価

自立する
地域社会の
確立

●市民総代会
●国文祭はじめ諸行事にお
ける市民力への支援

ＡＢ Ｃ Ｄ Ｅ

みんなで笑顔の
まちづくり

●高校生の就職支援
　（調査結果と要望は、会派
要望として教育委員会へ緊
急対策チームの設置を導く）

ＡＢ Ｃ Ｄ Ｅ

専門性・広域性を
もって

諸課題解決への
模索

●委員会質疑　
　（これからの農業農村維持
保全、浄化槽法）

●新エネルギー導入支援
　（掛川市内全小学校に太陽
光発電システム導入へ）

●特別支援学校創設陳情
●市の要望を国（民主党）へ
　（地域医療再生、国保会計
安定制度改正、
 遠州灘海岸浸食と防風林保
全等）

ＡＢ Ｃ Ｄ Ｅ
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東館で働く県職員

麻機遊水地第4工区

　

山
の
中
や
、
住
宅
地
の
裏

山
に
あ
る
ダ
ム
の
よ
う
な
も

の
は
、
同
じ
よ
う
に
見
え
て

も
根
拠
法
令
か
ら
違
い
ま

す
。
ま
ず
、
砂
防
え
ん
堤
は

砂
防
法
、
治
山
ダ
ム
は
森
林

法
で
す
。
砂
防
え
ん
堤
を
建

設
す
る
目
的
は
、
土
砂
災
害

か
ら
人
命
と
家
や
公
共
施
設

や
田
畑
等
の
財
産
を
守
る
こ

と
。
構
造
は
土
石
流
の
衝
撃

に
も
耐
え
ら
れ
、
か
つ
土
砂

を
た
め
ら
れ
る
よ
う
比
較
的

大
規
模
で
す
。
仮
に
土
砂
が

溜
ま
っ
て
も
山
腹
斜
面
の
崩

壊
を
防
ぎ
ま
す
し
、
勾
配
が

緩
や
か
に
な
っ
た
長
い
区
間

で
一
気
に
出
て
く
る
土
石
流

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
一
方
、
治
山
ダ
ム
は

崩
れ
た
山
や
崩
れ
そ
う
な
山

の
手
当
て
を
し
て
、
山
を
健

全
な
状
態
に
す
る
こ
と
。
構

造
は
、
砂
防
え
ん
堤
よ
り
小

規
模
で
す
。
治
山
ダ
ム
の
効

果
は
、
溜
ま
っ
た
土
砂
に
よ

り
山
裾
の
崩
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
沢
や
川
の
流
れ
を
緩

や
か
に
し
て
河
床
が
削
ら
れ

る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
同
じ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
形
も
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
目

的
で
造
ら
れ
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
視
察

の
折
、
県
の
建
設
部
砂
防
室

の
方
々
か
ら
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
仕
事
へ
の

プ
ラ
イ
ド
も
感
じ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
県
民
の
為
に
着

実
に
頑
張
る
職
員
は
多
い
。

　

昭
和
49
年
７
月
７
日
の
七

夕
豪
雨
は
、
甚
大
な
る
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
中
で

も
巴
川
は
大
き
な
被
害
が

あ
っ
た
所
で
し
た
。
し
か
し

35
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
ど

う
し
て
建
設
部
の
重
点
施
策

と
今
も
な
っ
て
い
る
の
か
、

部
か
ら
の
配
布
資
料
を
見
る

た
び
に
不
思
議
に
思
い
、
県

に
お
願
い
し
て
視
察
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
10
月
の
末
に
。

　

私
の
視
察
の
目
的
は
２
つ
。

⑴
延
々
と
治
水
工
事
が
ど
う

し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
な
ぜ
ま
た
整
備
計
画

を
立
て
る
の
か
？

⑵
こ
れ
か
ら
始
ま
る
全
国
で

も
４
番
目
の
「
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
」
と
い

う
法
の
下
、
治
水
整
備
を
行

う
と
い
う
こ
の
取
り
組
み
は

今
ま
で
の
治
水
対
策
と
ど
こ

が
違
う
の
か
？

こ
れ
ら
を
調
べ
る
為
で
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
こ
で
巴
川
流
域

に
つ
い
て
環
境
説
明
を
し
ま

す
。
七
夕
豪
雨
の
こ
ろ
の
巴

川
流
域
は
市
街
化
率
が
33
％
、

流
域
人
口
約
30
万
人
弱
で
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
14
年
統

計
で
は
市
街
化
率
50
％
を
超

え
、
流
域
人
口
は
約
35
万
４
千

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
の
川
は
河
床
勾
配
が
緩
く
、

水
が
流
れ
に
く
く
、
水
が
溜

ま
り
や
す
い
と
い
う
流
域
の

性
質
を
持
っ
て
い
る
為
、
一

度
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る
と
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
し
ま

う
わ
け
で
す
。

⑴
の
疑
問
は
す
ぐ
に

解
決
し
ま
し
た
。
ご

説
明
し
ま
す
。
巴
川

の
治
水
対
策
は
、
延
々

と
治
水
工
事
は
行
わ

れ
、
災
害
復
旧
工
事

か
ら
始
ま
り
、
年
次

計
画
を
策
定
し
現
在

ま
で
１
０
０
０
億
円

余
も
投
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
特
筆
す
べ

き
は
４
点
。
①
巴
川

の
水
が
溜
ま
り
や
す
い
と
い

う
特
質
か
ら
放
水
を
別
の
と

こ
ろ
に
求
め
る
こ
と
に
な
り
、

川
が
な
か
っ
た
大
谷
地
区
に

延
長
６
．３
㎞
の
大
谷
川
放
水

路
を
建
設
し
分
水
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
谷
地
区
の

皆
様
の
お
陰
で
あ
る
と
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
地
域
の
決
断
だ
っ
た
と

感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
工
事

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
も
容
易
に
推
察
で
き
ま
し

た
。
②
遊
水
地
を
つ
く
り
氾

濫
し
て
も
よ
い
場
所
を
創
り

だ
し
て
い
ま
す
。（
麻
機
・
大

内
遊
水
地
）
③
雨
水
貯
留
施

設
を
つ
く
り
流
域
貯
留
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
④
本
河
川

狭
窄
部
の
改
修
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
４
つ
の
大
き
な

取
り
組
み
で
、
今
で
は
被
害

が
小
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
平
成
13
年
の
台
風
15

号
の
浸
水
被
害
（
24
時
間
雨

量
２
９
１
mm
）
は
、
そ
れ
以

前
の
同
規
模
洪
水
時
に
比
べ
、

４
１
９
ha
か
ら
１
３
６
ha
に

縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
ま
で
に
五
年

に
一
度
の
大
雨
（
58 

mm
／
ｈ
）

の
対
応
は
出
来
ま
し
た
が
、

温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

近
年
の
集
中
豪
雨
が
局
部
的

に
起
こ
り
ま
す
の
で
、
今
後

は
十
年
に
一
度
起
こ
り
う
る

大
雨
（
69 

mm
）
に
対
応
で
き
る

浸
水
対
策
を
、
新
法
を
活
用

し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
ち
な
み
に
平
成

16
年
の
豪
雨
で
は
３
８
７
戸

の
浸
水
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
試
算
で
は
十
年
に
一
度
の

大
雨
が
降
れ
ば
４
０
０
ha
の

浸
水
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑵
次
に
２
つ
目
の
新
法
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の

取
り
組
み
と
ど
う
変
わ
る
の

か
？ 

　

こ
の
法
の
下
、
只
今
静
岡

市
と
県
は
共
同
で
「
流
域
水

害
対
策
計
画
」
と
い
う
新
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
計
画
は
河
川
改
修
や
遊

水
池
を
建
設
す
る
ハ
ー
ド
対

策
に
加
え
、
ソ
フ
ト
対
策
を

大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
治

水
対
策
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
河
川
法
と
下

水
道
法
と
水
防
法
と
都
市
計

画
法
を
包
括
し
た
特
定
都
市

河
川
浸
水
被
害
対
策
法
は
、

現
代
の
治
水
の
手
段
と
し
て

適
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

浸
水
を
止
め
る
の
で
は
な
く
、

氾
濫
雨
水
を
分
散
し
て
被
害

を
防
ぐ
と
言
う
「
北
風
よ
り

も
太
陽
で
」
と
言
っ
た
感
覚

で
す
。
ハ
ー
ド
事
業
中
心
で

は
な
い
分
、
財
源
投
入
率
も

比
較
的
低
い
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

法
の
下
、
出
来
る
こ
と
は

４
つ
あ
り
ま
す
。
①
河
川
管

理
者
と
下
水
管
理
者
の
連
携

強
化
に
よ
り
洪
水
対
策
と

浸
水
対
策
の
一
元
化
が
図

れ
、
双
方
合
意
の
基
に
対
策

の
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。
②

１
０
０
０
㎡
以
上
の
宅
地
開

発
で
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
設

置
が
義
務
付
け
さ
れ
、
雨
水

流
出
の
軽
減
を
促
進
す
る
。

③
１
０
０
㎡
以
上
の
調
整
池

を
保
全
調
整
池
と
し
て
指
定

し
、
埋
め
戻
し
を
禁
止
し
雨

水
流
出
を
軽
減
す
る
。
④
都

市
洪
水
・
都
市
浸
水
の
想
定

区
域
の
指
定
で
迅
速
な
避
難

の
確
保
を
図
る
。
以
上
で
す
。

　

流
域
で
暮
ら
す
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
、
ハ
ー

ド
に
頼
ら
な
い
、
一
人
一
人

が
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
、

相
互
共
助
を
基
本
に
据
え
て

で
き
る
治
水
対
策
が
、
構
築

で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

会
派
「
平
成
21
」で
は
、
一

期
生
議
員
ら
が
順
番
で
担
当

に
な
っ
て
勉
強
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
今
回
は
私
が
企
画

し
ま
し
た
。
講
師
に
は
名
古

屋
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

堀
田
和
裕
氏
と
県
職
Ｏ
Ｂ
の

藤
田
正
裕
氏
。
ド
イ
ツ
か
ら

自
然
保
護
政
策
を
学
ば
れ
、

日
本
に
ド
イ
ツ
の
公
共
事
業

の
考
え
方
を
紹
介
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
堀
田
氏
の
ご
講
演

の
趣
旨
を
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
堀
田
氏
は
講
演
の
前

半
、
ド
イ
ツ
と
日
本
は
ま
る

で
違
う
国
で
あ
る
こ
と
を
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

①
森
や
川
、
気
象
等
自
然
環

境
、
②
他
国
の
侵
略
を
繰
り

返
し
さ
れ
た
国
の
歴
史
観
や

思
想
そ
し
て
社
会
性
、
そ
し

て
③
１
９
３
５
年
に
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
が
「
帝
国
自
然
保
護

法
」
を
制
定
し
て
い
る
事
で

も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
国

民
は
税
金
が
高
く
と
も
美
し

い
国
を
選
ぶ
と
い
う
国
民
性

が
、
様
々
何
を
取
っ
て
も
同

じ
も
の
が
な
い
。
更
に
、
ド

イ
ツ
は
30
年
前
か
ら
低
成

長
で
あ
り
、
成
長
戦
略
で

は
な
い
成
熟
戦
略
を
立
て

て
い
る
国
で
あ
る
こ
と
も

異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
過
疎
化
し
そ
う
な

農
山
村
に
、
都
市
で
集
め
た

税
で
公
共
事
業
を
し
て
雇
用

と
成
長
を
維
持
し
、
ま
た
過

剰
生
産
の
農
産
物
の
コ
ス
ト

を
下
げ
市
場
競
争
を
す
る
為

に
生
産
性
を
高
め
、
担
い
手

へ
集
約
す
る
こ
と
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
は
、

過
疎
化
し
そ
う
な
農
山
村
、

そ
し
て
農
産
物
の
過
剰
生
産

へ
の
対
応
に
、
日
本
の
守
り

方
と
異
な
っ
た
取
り
組
み
を

し
た
と
言
い
ま
す
。

　

公
共
事
業
で
農
地
を
潰
し

て
ふ
ん
だ
ん
に
用
地
を
使
い

ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
り
、
自
然

に
近
い
河
川
改
修
を
し
、
有

機
農
産
物
を
奨
励
し
、
景
観

作
物
・
景
観
動
物
を
大
事
に

し
、
全
て
こ
れ
ら
は
農
産
物

の
生
産
を
減
少
さ
せ
る
も
の

で
、
生
産
調
整
を
し
て
農
産

物
の
価
格
を
安
定
さ
せ
て
い

ま
す
。
更
に
農
家
に
は
農
山

村
の
維
持
管
理
へ
の
代
金
と

し
て
国
は
直
接
支
払
い
を
し

て
い
ま
す
。
日
本
に
全
て
バ

ラ
バ
ラ
に
紹
介
さ
れ
た
ビ
オ

ト
ー
プ
も
有
機
栽
培
も
、
農

家
民
泊
も
、
近
自
然
河
川
工

法
も
、
ド
イ
ツ
で
は
全
て
農

山
村
形
成
維
持
の
為
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
だ
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

建
設
委
員
会
に
所
属
す
る

の
も
三
月
ま
で
で
す
の
で
、

こ
の
紙
面
で
は
、
建
設
部
関

連
情
報
を
集
中
的
に
お
伝
え

し
ま
す
。

ズ
ー
ム

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

砂
防
え
ん
堤
と

治
山
ダ
ム
の
違
い
は
？

ド
イ
ツ
の

公
共
事
業
の
考
え
方

特
集

静
岡
市
の

巴
川
を
視
察
し
て
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粟が岳周辺

中学校屋上に設置された
太陽光発電パネル

日野原先生を訪問

　

大
河
ド
ラ
マ
『
竜
馬
伝
』
の
初
回
も

見
ず
、
ひ
た
す
ら
こ
の
原
稿
を
お
正

月
に
書
い
て
い
ま
す
。
色
々
な
学
び

を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
の
で
す
。

年
末
年
始
に
掛
川
市
民
か
ら
空
港
が

心
配
と
声
を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。

大
事
な
こ
と
で
す
。
本
当
に
。

　

三
月
四
日
に
一
般
質
問
で
登
壇
が

許
さ
れ
ま
す
。
後
援
会
で
は
バ
ス
で

応
援
に
来
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
皆

様
も
関
心
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
質
問

テ
ー
マ
は
「
茶
」
で
す
。

　

12
月
18
日
に
国
か
ら「
地
域
医

療
再
生
臨
時
特
例
交
付
金
」
に

つ
い
て
、
対
象
地
域
を
志
太
榛

原
及
び
中
東
遠
医
療
圏
域
と
し
、

交
付
額
を
そ
れ
ぞ
れ
25
億
円
と

す
る
旨
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
月
に
は
交
付
金
交
付
決
定

が
あ
り
、
三
月
の
県
議
会
で
基

金
条
例
を
制
定
し
22
年
度
か
ら

再
生
計
画
に
基
づ
き
事
業
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
医
師
確
保
対

策
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
）、
病
院
間
の
機
能
分
担
（
新

病
院
に
循
環
器
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
・
磐
田
病
院
に
腫
瘍
セ
ン

タ
ー
）、医
療
機
関
等
の
連
携（
地

域
医
療
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
・

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
・
開
放
型

療
養
病
床
整
備
）、
医
療
連
携
の

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
と
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
当
初
１
０
０
億
円
規

模
の
国
の
補
助
事
業
へ
応
募
し

て
い
た
も
の
を
25
億
円
に
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
や

関
係
機
関
へ
色
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
模
索
し
ま
す
。

　

今
回
の
基
調
講
演
は
佐
伯

啓
思
氏
、
平
素
新
聞
の
切
り

抜
き
を
し
て
い
た
だ
け
に
如

何
し
て
も
「
成
長
路
線
で
は

な
い
脱
成
長
」
を
唱
え
る
有

識
者
の
お
話
が
聞
き
た
く
て

出
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

佐
伯
氏
は
、
市
場
競
争
・

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
国
に

よ
っ
て
う
ま
く
乗
る
国
う
ま

く
乗
れ
な
い
国
が
出
て
く

る
、
う
ま
く
い
く
国
は
ア
メ

リ
カ
・
中
国
・
ロ
シ
ア
・
イ

ン
ド
等
国
家
政
府
が
力
強

く
、
資
源
（
労
働
・
土
地
・

資
本
）
が
あ
る
国
で
、
日
本

は
う
ま
く
乗
れ
な
い
国
。
今

回
の
経
済
危
機
は
近
代
社
会

が
追
求
し
て
き
た
産
業
主

義
、
経
済
成
長
主
義
の
破
綻

と
見
る
べ
き
で
、
ケ
イ
ン
ズ

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
資
本

主
義
の
停
滞
過
程
に

入
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
よ
う
な
成
熟
社

会
は
、
経
済
的
富
の
追
求
で

は
な
い
新
た
な
価
値
を
模
索

す
べ
き
で
あ
り
、
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
医
療
・
教
育
・
都
市
環
境
・

住
宅
環
境
・
自
然
環
境
・
生

活
の
質
の
向
上
・
文
化
的
価

値
等
）
を
重
視
し
た
官
民
協

調
の
公
共
計
画
に
よ
っ
て
経

済
を
動
か
す
べ
き
と
、
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

戸塚久美子事務所のご案内
事 務 所
開設時間

平日９時～12時・14時～16時
※お願い※　事務員１人の為、所用で事務所を留守にする時もあり
ます。来所の折には事前にお電話を頂き在席を確認してください。

住 所 掛川市倉真2410番地　自宅横
電 話 0537-28-0207
F a x 0537-28-0442
E メール  j-kumiko@solid.ocn.ne.jp
ホームページ  www.totsukakumiko.com

議員活動メモ（10月14日～12月31日）
事　　柄 内　　容 詳　　　　　細

議 会 12月定例議会 27議案及び副知事等追加人事案件、意見書、議発条例

常任委員会
（建　　設）

12月議会議案 委員会への付託議案審議
建設委員会 建設委員会所管重要施策質疑

調 査 依頼案件
調査課へ調査依頼

その他

●私立幼稚園の特色ある教育への支援の国の方針
●浄化槽法11条における全国の状況、学校司書の配置状況
●決算委員会傍聴、受動喫煙防止の取り組み、シンクタンクとの意見
　交換（茶市場のあり方、女性の雇用に係る保険制度）
●天浜線の視察（公共交通手段）

学 習 及 び
市との連携

各部局との意見交換 ●産業部＝ドラゴンフルーツの市場性、事業仕分け中の研究費、
●教育委員会＝文化財保存の考え方、特別支援学校、高校生の就職
●県民部＝河川の水質、（水利権・漁業権、河川法）
　道路排水調査の根拠法令、
●建設部＝生活排水浄化推進の課題、ため池整備、市内の農地整備
●総務部＝地方交付税の市町の格差、事業仕分け、核燃料税、税務
●警察＝警察官の事件調査

市と協働活動 ●原田地区の石器時代文化財保存、病院ボランティア、特別支援学校
誘致関連、県道掛川川根線ほか陳情、辺地債関連調査、聖路加病院訪
問、市民総代会、民主党への来年度予算要望や制度要望、天浜線高架
下通学路安全対策の模索

会派内研究
1期生研修 ドイツの公共事業の考え方、原子力発電所視察
会派政調会 各市町からの要望取りまとめと会派要望の総括

その他の公務
及び

その他活動

●私学大会　●治水大会　●護国神社慰霊祭　●国文祭　●原子力安全協議会　●ＮＰＯと言う
生き方講演会 他　●治山・砂防現地視察　●天浜線視察　●報徳文化シンポ　●ふじの国交流
会　●障害者芸術祭　●茶文化柴田会　●市の秋の行事　●原野谷川をきれいにする会　●ス
ポーツ少年団交流会　●幼保園視察　●行政書士会研修会講師　●男女共同参画の講演会
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　『自ら』（みずから・おのずから）と名付けられた
掛川産栗焼酎は、実は有害獣に荒らされた被害栗園
から発信された、物語を持つ６次産業産品となりま
した。被害栗園を定期的に管理することでイノシシ
が来なくなったことや、栗
園を管理する市民の有志の
輪の広がり、そして市や県
行政との協働活動にも。Ｎ
ＰＯメンバーらが商品を自
ら販売も手掛ける予定です。
イノシシ被害が転じて商品
開発へ導かれたことは、誠
に喜ばしい市民の力です。

　搭乗率保証に関する知事の日航へのアプローチは
しばしば新聞やニュースに登場します。大切な県民
の税金ですから知事も努力されています。目標搭乗
率は70%。6月集計は59.6%、7月は61.4%、
8月は63.7%、9月は63.5%となっています。
静岡発朝の便と福岡発夜便は70%を超えているの
ですが、その他の2便ずつが50～60%と低い為
平均で70%を下回ってしまいます。利用促進の方
策を官民一体で展開しなければなりません。

　国の耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用し
て耕作放棄地の再生、土壌改良、施設整備を行うこ
とが出来ます。県では耕作放棄地緊急解消促進事業
費助成を５年間行うことになりました。平成21年
度は50haを見込んでいます。また合わせて、担い
手育成型モデル農園設置事業費助成を行い、農園開
設準備費として1ha100万円を通常より少し広い
区画のモデル農園を創出する為に助成します。
　助成がない今までは市民農園を開設するにも市町
の補助制度はなかったわけで、今回の事業化は素晴
らしく前進しています。ただ、心配することは、地
域にＮＰＯや農業
法人や地域協議会
が本当にその活動
をしてくれるもの
か、耕作放棄地に
なったのにはそれ
なりの理由がある
からでないかと考
えると、担い手の
創出まで発展する
かは不透明であり
ます。市町との協
働は欠かせない事
業であります。

　この度掛川市では、全中学校の太陽光発電設備整
備に続いて、全小学校でも太陽光発電設備整備が行
われることになりました。この国の事業が各市町に
紹介されたのは市の教育委員会でした。掛川市教育
委員会では中学校に設置したいと申請したところ、
市では環境保全課とＮＰＯの皆さんが小学校3校へ
啓発活動を始めていて、市役所内で教育委員会と環
境保全課との見解の相違が発生していました。その
解消に県の適切なアドバイスを頂き、この度掛川市
では小学校への整
備も国へ要望した
ところ12月に補
正予算化すること
が出来ました。

　県内の厳しい雇用情勢を踏まえて、県では雇用創
出事業に取り組み、合わせて就職に係るソフト支援
を強化しています。雇用創出の為の緊急経済対策民
間活力推進事業は、臨時特例交付金やふるさと雇用
再生基金を財源としています。中身は「緊急雇用創
造事業（25億円９月補正）」と「ふるさと雇用再生
特別対策事業（当初予算）」があり、どちらも民間か
らのアイデアを募集し雇用創出の事業化を目指しま
す。第１期募集時には緊急雇用創造事業は24件選
定され、ふるさと雇用再生は６つ選定されました。
　この他緊急求職者支援事業４千万円では、各種セ
ミナー参加啓発や、面接会、ジョブステーション運
営などの係る雇用支援を実際に進めています。多く
の学生や生徒諸君には諦めず多種開催される機会を
大切にして頂きたいと思います。

栗焼酎の誕生秘話

福岡線の搭乗率保証は

耕作放棄地解消事業が始まる

スクールニューディール事業の
活用

緊急雇用対策は効を奏すか
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